
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二本松市立二本松第二中学校通信 No.40 

 発 行 日  平成３０年１２月２１日 

 発行責任者   校長  渡 邊 健 順 
松二中だより 

「授業参観」並びに「学年懇談会」開かれる。 
１２月１７日（月）、今年度３回目の授業参観が開催されました。

授業参観ののち、各学年で懇談会が開かれ、２学期を振り返って、

学習面や生活面を中心に懇談が行われました。 

 保護者の皆様には、１学期、２学期とたいへんお世話になりま

した。今年の大晦日、来年の元旦は、いずれも平成最後となりま

す。大晦日には心静かに一年を振り返り、清々しい気持ちで新年

を迎え、「一年の計は元旦にあり」と言われるように、是非一年の

計画を元日に立ててみてほしいと思います。 

皆さんにとって、来年がよい年になるように心よりお祈り申し

上げます。 

 

 

 

 

今年の漢字は「災」！！松二中では！！ 

福島県中学ｲﾝﾄﾞｱｿﾌﾄﾃﾆｽ県大会男子優勝！！ 
１２月 ８日（土）、郡山総合体育館に於いて 

 

 

 

 

 

 

 

来年もよろしくお願いします。 
２学期の『松二中だより』は今回をもって終わりとなります。また３学期に、生徒の元気な活動の

様子をお届けします。 

来年もどうぞよろしくお願いします。それでは、どうぞよい年をお迎えください。 

 

 

 

県北団体戦女子卓球大会二本松二中Ａ優勝！！ 
１２月１６日（日）、国体記念体育館に於いて 

 

 

 

 

 

 

 

県造形秀作審査会３名特選！！ 
絵画の部…橋本亜弥さん(２年) 保住陽奈さん(２年) 

デザインの部…植野星羽さん(１年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今年の流行語大賞は、ピョンチャンオリンピックで大活躍した女子カー

リングチームが使っていた「そだねー」でした。“チコちゃんに叱られる”

の「ボーッと生きてんじゃねーよ」も入っていて、他に「災害級の暑さ」も

ランクインしていて、心底「そだねー」と思いました。その暑い夏の夏休

みを終えてスタートした２学期も今日が終業式です。 

そして、今年の漢字は「災」でした。さまざまな自然災害に見舞われた

年を象徴する漢字でした。二本松二中生徒会でも、生徒や先生から今年の

漢字を募りました。 

私は、とてつもない暑さが忘れられず「暑」を選びました。みんなが選

んだ二本松二中の今年の漢字で最も多かった漢字は「平」でした。その理

由は、今年が平成最後だからということです。２番目は「最」で、これも平

成最後が理由です。そして３番目にランクインしたのは「楽」でした。学

校生活が楽しいというのがその理由で、とても喜ばしいことで、私はとて

も嬉しくなってしまいました。 

 番外編として３つ挙げます。一つ目は「走」で、これは先生が投じた漢

字の一つだったようで、毎日走るように忙しかったということがその理由

でした。それだったら「忙」とストレートに書いた方がよさそうと思える

のですが、「走るような」という気持ちを表したのだと思います。二つ目は

「臭」です。カメムシの大量発生がその理由でした。三つ目は「幻」で、予

定や計画がすべて幻のようになってしまったというのがその理由のようで

す。なにやら深い思いが漂っているようです。 

 今年の漢字は、終業式に先立って生徒会から発表されました。 

 

 

 

 

 


